
竹
保
流
尺
八
徳
島
県
支
部

ち
く
ほ
り
ゆ
う
し
や
く
は
ち
と
く
し
ま
け
ん
し
ぶ

昭
和

年
入
会

50

◆

設
立
（昭
和

年
）

49

初
代
支
部
長

富
本
明
保
氏
と
二
代
目
支
部
長

田

中
美
保
氏
、
三
代
目
支
部
長

浜
井
弘
保
氏
、
前
野

天
保
氏
・
小
林
双
保
氏
の
５
人
が
中
心
と
な
っ
て
昭

和

年

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

49

12

設
立
当
初
は
、
小
松
島
か
ら
南
海
汽
船
と
南
海
電

車
に
乗
り
つ
ぎ
宝
塚
の
初
代
宗
家

酒
井
竹
保
宅
ま

で
、
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
帰
り
の

船
の
中
で
は
い
つ
も
宴
会
を
し
て
帰
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
竹
保
流
の
宴
会
好
き
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

有
っ
た
み
た
い
で
す
。

◆

代
表
者

富

本

明

保
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

と
み
も
と
め
い
ほ

49

55

田
中
美
保
（
昭
和

年
～
平
成

年
）

た
な
か
み
ほ

55

10

浜
井
弘
保
（
平
成

年
～
平
成

年
）

は
ま
い
こ
う
ほ

10

28

兼

松

劉

保
（
平
成

年
～
現
在
）

か
ね
ま
つ
り
ゆ
う
ほ

28

◆

邦
楽
大
会
出
演
の
記
録

第

回
「
ゆ
か
り
の
調
」

13
第

回
「
千
代
の
寿
」

17
第

回
「
昭
光
」

18
第

回
「
秋
の
讃
歌
」

19
第

回
「
古
典
風
二
重
奏
曲
」

20
第

回
「
松
厳
軒
鈴
慕
」

22
第

回
「
山
村
の
唄
」

23
第

回
「
春
の
海
」

24
第

回
「
砂
丘
の
詩
」

25
第

回
「
月
姫
伝
説
」

26
第

回
「
錦
秋
」

27
第

回
「
星
の
み
ず
う
み
」

28
第

回
「
東
風
夜
曲
」

29
第

回
「
桔
梗
の
詩
」

30
第

回
「
み
な
か
み
詩
情
」

31
第

回
「
星
降
る
宵
に
」「
空
木
―
伊
那
の
抄
―
」

32

第

回
「
虫
の
音
の
手
事
」
「
四
季
の
柳
」
「
水
と
踊

33

り
の
街
・
郡
上
」

第

回
「
時
鳥
の
曲
」「
二
つ
の
田
園
詩
」「
菊
の
露
」

34

「
北
海
民
謡
調
」

第

回
「
飛
鳥
伝
説
」

35
第

回
「
楫
枕
」「
編
曲
春
の
海
」

36
第

回
「
楊
柳
の
曲
」

37
第

回
「
遠
砧
」

38
第

回
「
月
の
船
」

39
第

回
「
茶
湯
音
頭
」「
夢
は
マ
ー
チ
に
の
っ
て
」「
古

40

都
の
秋
」「
花
紅
葉
」

第

回
「
秋
の
七
種
」
「
長
浜
の
に
ぎ
わ
い
」
「
明
治

41

松
竹
梅
」

第

回
「
ひ
さ
の
星
」「
舞
扇
」

42
第

回
「
六
段
の
調
べ
」「
雅
の
調
べ
」

43
第

回
「
龍
鳴
調
」「
み
だ
れ
」「
春
愁
」

44
第

回
「
夢
は
マ
ー
チ
に
の
っ
て
」

45
第

回
「
春
の
夜
」
「
偲
ぶ
荒
城
の
月
」
「
空
と
海
と

46

太
陽
と
」

第

回
「
萬
歳
」「
金
剛
石
」
／
子
ど
も
・
学
生
の
部

47

「
一
二
三
調
」「
紫
之
曲
」

第

回
「
明
暗
真
法
流

吉
野
恋
慕
」「
伏
見
の
吹
雪
」

48

「
千
鳥
の
曲
」
／
子
ど
も
・
学
生
の
部
「
明

暗
対
山
派

九
州
鈴
慕
」
「
明
暗
対
山
派

筑
紫
鈴
慕
」

第

回
「
だ
っ
た
ん
人
の
踊
り
」「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ぶ
」

49

／
子
ど
も
・
学
生
の
部
「
降
葉
之
曲
」「
鹿

の
遠
音
」

第

回
「
六
段
の
調
」

50
◆

そ
の
他
の
活
動

昭
和

年

月

竹
保
流

周
年
記
念
演
奏
会
（
大

56

9

65

阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
）



昭
和

年

月

周
年
記
念
演
奏
会
（
国
立
文
楽

61

11

70

劇
場
）

平
成

年

月

周
年
記
念
演
奏
会
（
大
阪
国
際

8

9

80

交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
）

◆

受
賞
の
記
録

浜
井
弘
保

昭
和

年

第

回
徳
島
県
芸
術
祭
新
人
賞

58

17

平
成

年

第

回
徳
島
県
芸
術
祭
優
秀
賞

2

23

平
成

年

第

回
徳
島
県
芸
術
祭
優
秀
賞

8

30

平
成

年

徳
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞

13

平
成

年

徳
島
県
知
事
表
彰

23

清
水
露
保

平
成

年

第

回
徳
島
県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

18

53

畑
笙
保

平
成

年

第

回
徳
島
県
芸
術
祭
新
人
賞

5

26

中
田
笏
保

平
成

年

第

回
徳
島
県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

19

54

◆

会
派
に
つ
い
て

竹
保
流
尺
八
は
、
酒
井
竹
翁
に
よ
り
大
阪
に
て
創

流
さ
れ
た
尺
八
の
流
派
で
す
。

初
代
酒
井
竹
翁
は
、
近
藤
宗
悦
の
流
れ
を
く
む
藤

田
松
調
師
に
師
事
、
又
、
宗
悦
流
の
長
老
上
村
雪
翁

師
に
も
師
事
し
、
宗
悦
流
本
曲
及
び
巣
籠
鈴
慕
外
10

曲
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
酒
井
竹
翁
は
「
酒
井
松
道
」
の
竹
号
で
指

導
者
と
な
り
、
多
数
の
門
弟
を
育
成
し
大
正

年
に

6

独
立
。
名
も
「
竹
保
」
と
改
め
こ
こ
に
竹
保
流
が
誕

生
し
ま
し
た
。
（
現
三
代
目
宗
家
は
「
酒
井
松
道
」

を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
）

初
代
竹
保
の
考
案
し
た
記
譜
法
は
、
関
西
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
フ
ホ
ウ
エ
式
譜
と
関
東
系
の
ロ
ツ
レ
チ

式
譜
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
も
の
で
竹
保
流
の
最

大
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
奏
法
と
し
て

は
関
西
宗
悦
流
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
お
り
、
地
歌

筝
曲
等
に
独
自
の
手
付
け
を
行
い
、
そ
の
関
西
風
の

味
が
他
流
に
は
な
い
妙
味
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま

す
。初

代
酒
井
竹
保
は
、
か
ね
て
よ
り
親
交
の
あ
っ
た

源
雲
界
師
を
か
ら
、
明
暗
古
典
本
曲
十
数
曲
を
伝
授

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
勝
浦
正
山
老
師
と
知
己
を

得
、
真
法
流
古
典
本
曲
全

曲
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

63

こ
の
一
連
の
流
れ
は
、
現
三
代
目
宗
家
酒
井
松
道
の

本
曲
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
へ
の
道
し
る
べ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

楽
理
、
楽
典
、
和
声
、
作
曲
等
に
つ
い
て
は

主
,

と
し
て
元
東
京
芸
術
大
学
名
誉
講
師
・
田
辺
尚
雄
先

生
の
指
導
及
び
著
書
に
依
る
こ
と
多
大
で
す
。

昭
和

年
、
宗
家
を
引
退
、
「
竹
保
」
の
名
を
二

42

代
目
と
な
る
長
男
に
譲
り
、
そ
の
後
は
「
竹
翁
」
と

号
し
ま
し
た
。

三
代
目
宗
家
酒
井
松
道
師
は
、
初
代
竹
翁
の
指
導

を
受
け
る
か
た
わ
ら
数
多
く
古
典
本
曲
継
承
者
の
教

授
を
受
け
古
典
本
曲
の
研
究
継
承
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

三
代
目
宗
家
酒
井
松
道
は
、
平
成

年
、
文
化
庁

20

芸
術
祭
参
加
公
演
で
音
楽
部
門
大
賞
、
さ
ら
に
芸
術

選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成

年
に
は
明
暗
真
法
流
本
曲
全
集

23

（

枚
組

曲
）
、
平
成

年
明
暗
対
山
派
尺
八
の

11

63

25

神
髄
（

枚
組

曲
）
を
発
行
し
、
そ
の
功
績
に
よ

4

39

り
第

回
文
化
庁
芸
術
祭
レ
コ
ー
ド
部
門
大
賞
受

69

賞
。
平
成

年
に
は
虚
無
僧
尺
八
～
伝
承
の
軌
跡
（

26

5

枚
組

曲
）
を
Ｃ
Ｄ
他
譜
面
を
共
に
発
行
し
ま
し
た
。

38
こ
の
偉
業
は
伝
承
者
も
少
な
く
忘
れ
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
た
古
典
本
曲
を
末
永
く
後
世
に
伝
え
よ
う
と

す
る
尺
八
界
に
と
っ
て
は
、
大
変
有
意
義
な
事
と
い

え
ま
す
。
竹
保
流
尺
八
徳
島
県
支
部
も
毎
年
宗
家
を

ま
ね
き
古
典
本
曲
の
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

機
会
を
み
つ
け
宗
家
宅
（
大
阪
八
尾
市
）
に
出
向
き

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

毎
年

月
（
地
方
開
催
）

月
京
都
明
暗
寺
で
開

6

11

催
さ
れ
る
虚
竹
禅
師
奉
賛
会
全
国
尺
八
献
奏
大
会
に

参
加
し
そ
の
技
量
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
支
部
の
あ
ゆ
み

．
定
期
演
奏
会

1
昭
和

年

月
に
第

回
徳
島
県
支
部
の
演
奏
会

55

11

1

を
郷
土
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

時
は
竹
保
流
と
合
奏
し
て
く
れ
る
絃
方
も
少
な
く
、

宗
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
元
に
お
願
い
し
、
や
っ
と
開

催
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

回
目
の
祝
辞
を
見
る

1

と
徳
島
県
知
事
・
徳
島
県
教
育
委
員
長
・
徳
島
市
長

・
徳
島
市
教
育
委
員
長
・
三
曲
協
会
会
長
等
そ
う
そ

う
た
る
方
々
に
頂
い
て
ま
す
。

第

回
支
部
演
奏
会
は
、

年

月
に
開
催
、
そ

2

58

12

れ
以
降
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会
場
の
確
保
、

曲
目
の
選
定
等
々
苦
労
も
多
く
開
催
が
あ
や
ぶ
ま
れ

る
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
一
同
一
致
協
力
し
て

続
け
て
い
ま
す
。

年
毎
の
記
念
大
会
に
は
宗
家
の

5

出
演
を
お
願
い
し
て
大
阪
、
愛
知
、
三
重
の
各
支
部

を
招
待
す
る
な
ど
し
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
演
奏
会
で
は
、
本
曲
、
地
唄
、
三
曲
合
奏
曲

（
近
代
曲
）
な
ど
聴
衆
に
耳
な
れ
な
い
曲
が
ほ
と
ん

ど
で
、
聴
い
て
い
て
楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

虚
無
僧
姿
で
の
演
奏
、
ま
た
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
曲
、
演
奏
、
民
謡
を
入
れ
、
聴
い
て
い
て
楽
し
い

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
演
奏
会
に
す
べ
く
工
夫

を
重
ね
て
い
る
所
で
す
。
そ
の
た
め
観
客
数
も
少
し

づ
つ
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も



聴
衆
の
側
に
立
っ
た
演
奏
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

．
年
間
の
演
奏
会

2
年
間
行
事
と
し
て

月
吹
き
初
め
、

月
三
曲
協

1

2

会
定
期
演
奏
会
、

月
末
明
王
寺
桜
の
下
演
奏
会
、

3

月
尺
八
協
会
演
奏
会
、

月
尺
八
本
曲
全
国
献
奏

4

6

大
会
（
地
方
）
、

月
三
曲
ゆ
か
た
会
、

月
邦
楽

7

10

大
会
、
竹
保
流
徳
島
県
支
部
定
期
演
奏
会
、

月
尺

11

八
本
曲
全
国
献
奏
大
会
（
京
都
明
暗
寺
）
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
学
校
訪
問
で
の
邦
楽
尺
八
体
験
の
授
業
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
指
導
者
派
遣
、
病
院
、
施
設
へ
の
慰

問
等
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆

稽
古
場

劉
保
会
（
兼
松
劉
保
）

阿
波
市
阿
波
町
岡
地
15

０
８
８
３
（
３
５
）
２
０
８
６

徳
島
風
の
会
（
清
水
露
保
）

徳
島
市
八
万
町
内
浜
１
１
６

０
８
８
（
６
６
７
）
１
３
８
６

徳
島
県
支
部
（
畑
笙
保
）

徳
島
市
名
東
町
３
丁
目
４
２
４

０
８
８
（
６
３
１
）
６
８
７
６

響
の
会
（
近
藤
鈴
保
）

徳
島
市
八
万
町
上
福
万
３

０
８
８
（
６
６
８
）
５
９
８
８

翼
の
会
（
中
田
笏
保
）

阿
南
市
那
賀
川
町
島
尻
６
１
５

０
８
８
５
（
３
７
）
１
６
５
２

〔
兼
松
劉
保
・
佃
伸
道
〕

「 第 82回 尺 八 本 曲 全 国 献 奏 大 会 」 １ 番 札 所 霊 山 寺

「第 27回 定期演奏会」「第 42回邦楽大会」



虚無僧行脚

「やまぐち 2006国文祭」「とっとり 2002国文祭」

「新春吹き初め会」

「 神 山 明 王 寺 桜 祭 り 演 奏 会 」


